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令和５年第２回枝幸町議会臨時会会議録 

 

○議事日程（第１号） 

令和５年５月２６日（金曜日）   午前１０時００分開会 

第 １          会議録署名議員の指名 

第 ２         会期の決定 

第 ３          行政報告 

第 ４ 承 認 第 １ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町税条例の一部を改正する条例） 

第 ５ 承 認 第 ２ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例） 

第 ６ 承 認 第 ３ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

第 ７ 承 認 第 ４ 号  専決処分の承認を求めることについて 

             （枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例） 

第 ８ 承 認 第 ５ 号  専決処分の承認を求めることについて 

                        （令和４年度枝幸町一般会計補正予算） 

第 ９ 承 認 第 ６ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算） 

第１０ 承 認 第 ７ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算） 

第１１ 承 認 第 ８ 号  専決処分の承認を求めることについて 

                        （令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算） 

第１２ 議案第４０号  工事請負契約について 

                        （地域優良賃貸住宅北栄団地９号棟建設建築主体工事） 

第１３ 議案第４１号  工事請負契約について 

            （教職員住宅建設建築主体工事） 

第１４ 議案第４２号  公有財産の取得について 

            （雪寒建設機械（除雪トラック）購入） 

第１５ 議案第４３号  公有財産の取得について 

            （図書館施設用備品（木製書架等）購入） 

第１６ 報 告 第 ２ 号  寄附採納について 
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（午前１０時００分） 

◎開会・開議会宣言 

○議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。 

北海道も、昨日はかなり夏に近いような気温になりまして、沖縄と北海道が日本で一番暖かかっ

たという報道もございます。本日も大変暖かい日になると思います。これから、北海道も新緑の良

い季節になるだろうなというふうに思っております。 

それから、新型コロナウイルス感染症のことにつきまして、皆さんご覧のようにパーテーション、

プラスチックのパーテーションを撤去してございます。それでもマスクの着用だけはお願いするも

のでございます。 

それと、議会の質疑につきましても、コロナ前に戻しまして、挙手、起立の上、質疑ということ

でお願いをいたします。 

答弁者の方もよろしくお願いいたします。 

それでは、これより令和５年第２回枝幸町議会臨時会を開会いたします。 

出欠状況についてご報告を申し上げます。 

欠席のあった議員は、４番徳保喜幸議員が公務出張のため、７番石川 勝議員が入院療養中のた

め欠席する旨の通告がありました。 

ただいまの出席議員は 10 名、定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議をとり進めさせていただきます。 

（開会 １０時０１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

５番野口洋郎議員、６番小林正浩議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日の１日と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和５年第２回枝幸町議会臨時会の開会をいただき、誠にありがとうございます。 

本臨時会につきましては、専決処分案件が８件、工事請負契約に関する議案が２件、公有財産の

取得に関する議案が２件、報告事項１件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りま

すようお願い申し上げます。 
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はじめに、当町における新型コロナウイルス感染症への対応についてご報告します。 

皆さんご承知のように、５月８日から新型コロナウイルス感染症の法律上の位置付けが５類に変

更になりました。 

当町では、同日、対策本部会議を開催し、今後の対応を確認して本部を廃止したところでありま

す。 

５類への変更により、季節性インフルエンザ感染症と同様の取り扱いになることから、道が行う

市町村別感染者数の公表や、これまで３年以上にわたった行動の制限がなくなるなど、コロナ前の

日常に戻りつつあります。 

ただ、新型コロナウイルスがなくなったわけではありませんので、当町といたしましては、感染

拡大防止の観点から、役場庁舎などのアクリル板や消毒液の設置は、当面の間、継続いたします。 

次に、国保病院での対応についてご報告いたします。 

５類に変更後の発熱外来は、現時点では引き続き９月末まで継続いたします。 

発熱外来の受付時間は、午前中に事前の連絡をお願いしており、指定する時間にお越しいただい

て、医師の診察となりますが、コロナ検査は公費支援が５月７日で終了となりましたので、自己負

担が発生することとなります。 

また、入院が必要となるコロナ患者対応として、５室、６ベッドを確保しております。 

入院患者との面会も段階的に制限緩和していく方向で検討しており、当面は完全予約制で、平日、

ご家族のみ、午前１組、午後１組、面会時間は 15 分以内とさせていただくことになります。 

今後も状況に応じた対応が必要になると思いますが、５類変更後も感染拡大の可能性も踏まえて

必要な感染対策を維持してまいります。 

次に、ワクチン接種についてご報告いたします。 

当町では、５月 17 日より、令和５年度春のワクチン接種が始まっております。 

対象者は 65歳以上の方と 5歳以上の基礎疾患をお持ちの方から順次ご案内しております。 

町民の皆さんには、これまでの感染防止対策へのご協力に感謝するとともに、今後も感染防止を

意識した自主的な対策をお願い申し上げます。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で町長の行政報告が終わりました。 

 

◎日程第４ 承認第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

 税務課長。 

（税務課長高瀨雅之君 登壇） 

○税務課長（高瀨雅之君） 議案書１ページでございます。 

承認第 1号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第 1項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 
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枝幸町長。 

 処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町税条例の一部を改正する条例。 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日｡ 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続きまして、２ページ、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長。 

専決処分いたしました条例は、地方税法等の一部を改正する法律及び関連する政令等が令和５年

３月 31 日に公布され、４月１日から施行されたことに伴い、税条例についても所要の改正を行うも

のであります。 

改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、別冊の議案関係参考資料により、改正

内容の説明をさせていただきます。 

別冊、議案関係参考資料の１ページをお開き願います。 

本条例改正にあたっては、それぞれ各条項において、施行日が異なるものがあることから、ある

ことから、参考資料の右、右端の備考欄には施行年月日を記載しております。また、説明に当たっ

ては、改正条項を、主に字句の訂正整理、地方税法の引用規定、及び条項の追加削除の整備などに

よる条項号の繰り上げ繰り下げなどの改正箇所については、省略させていただきますので、ご了承

願います。 

それでは、1ページ上段、第 34 条の９第２項、株式の配当譲渡所得割額の控除では、森林環境税

の導入等に伴い、所要の改正を行っております。 

１ページ下段から２ページまでの第 36 条の３の２では、給与所得者の扶養親族等申告書の記載事

項の簡素化を図るため、第２項を追加し、この追加に伴い、以降の項ずれの改正を行っております。 

３ページから５ページまでの第 38条、町民税の賦課徴収方法の第３項、第 41 条納税中、納税通

知書、第 44条の第１項特別徴収の方法についても、森林環境税の導入等に伴い、所要の改正を行っ

ております。 

５ページ下段の第 46 条では、地方税統一ＱＲコード等を記載した納付書様式を追加する改正を行

っております。 

６ページ、第 47 条から、下段の第 47 条の２、７ページ下段の第 47 条の６までの給与、年金取得

に係る特別徴収から普通、普通徴収への税額等の繰入、公的年金等の特別徴収の方法についても、

森林環境税の導入等に伴い、所要の改正を行っております。 

次に８ページ下段の第 48 条第１項、９ページの第５項及び下段の第 50条の法人町民税について

も、地方税統一ＱＲコード等を記載した納付書様式を追加する改正を行っております。 

次に 10 ページ中段の第 82 条、軽自動、軽自動車税種別割の税率では、３人以上の特定小型原動

機付自転車については、第１号へのミニカー区分適用税率 3,700 円から除く改正を行っております。

なお、特定小型原動機付自転車の税率は、同号の案の成立、2,000 円が適用となります。 

次に 10 ページ下段の第 98 条の第１項から、11 ページ中段の第５項及び下段の第 101 条のたばこ

税についても、地方税統一ＱＲコード等を記載した納付書様式を追加する改正を行っております。 
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次に 12 ページ、附則第８条では、肉用牛の売却による事業所得に係る町民税の課税の特例につい

ては、適用期限を令和９年度まで延長する改正を行っております。 

12 ページ中段、附則第 10 条では、地方税法附則第 64 条、固定資産税の課税標準に係る課税明細

書の特例を削除する規定の施行に伴い、伴う改正でございます。 

12 ページ下段、附則第 10 条の２の第３項から、14 ページ中段、第 22 項までについては、固定資

産税に係るわがまち特例の規定であります。 

14 ページ、現行規定の第 21 項及び第 24 項については、中小事業者等の生産性向上に係る特例措

置であり、令和４年度末で適用期限を迎えましたので、削除する改正を行っております。 

なお、地方税法の改正においては、現下のエネルギー等を中心とした物価上昇等の経済情勢を踏

まえ、中小事業者等の生産性向上や賃上げの促進を図ることを目的として、令和５年度以降を対象

に新たな特例措置が創設されております。 

このほか、12 ページ第３項から 14 ページ第 20 項及び第 21 項については、地方税法において、

同項の整理がされたことに、ことにより、地方税法に合わせた改正と規定の削除による項ずれの改

正を行っております。 

14 ページ下段、附則第 10 条の３第 12 項についても、地方税法、すいません、地方税法の条項が

整理させたことにより、地方税法に合わせた改正を行っております。 

16 ページ中段の現行規定附則第 15条の２、軽自動車税の環境性能割の非課税については、臨時

的措置の特例を廃止するため、現行制度を、現行規定を削除する改正を行っております。 

15、15 ページ下段、改正後の附則第 15 条の２第４項では、自動車メーカーの不正行為に関する

再発防止強化策として、加算する乗率を 10％から 35％に見直しをする改正を行っております。 

16 ページ上段の現行規定附則第 15条の６第３項についても、軽自動車税環境性能割の税率に係

る臨時的措置の特例を廃止するため、現行規定を削除する改正を行っております。 

なお、軽自動車税環境性能割については、燃費性能に優れた自動車の普及を促進するため、令和

８年度までの電気自動車等は非課税と、環境性能に関する要件を段階的に引き上げる改正がなされ

ております。 

16 ページ中段、附則第 16 条第１項から 19 ページ中段の第４項までの軽自動車税種別割のグリー

ン化特例経過については、環境性能割と同様に、令和８年３月末までの３年間の延長と、各税率の

適用範囲の見直しをする改正を行っております。また、本特例の重課についても、現行の措置を３

年間延長しております。 

19 ページ下段、附則第 16 条の２、軽自動車税種別割の賦課徴収では、第１項では、先ほどの附

則第 16 条の改正に伴う規定の整理、第３項では、環境性能割と同様に、自動車メーカーの不正行為

について加算する乗率を 10％から 35％に見直しをする改正を行っております。 

20 ページ、附則第 17 条の２、優良住宅地等の譲渡による長期譲渡所得に係る町民税の特例につ

いては、適用期限を令和８年度まで延長する改正を行っております。 

21 ページ附則第 25 条では、令和５年７月１日にて、シンガツ、すいません。新型コロナウイル

ス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の特例の規定が廃止されたことに伴い、改正を行って

おります。 

最後に、21ページ中段以降の改正附則では、施行期日と本条例改正による経過措置を定めており

ます。 
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以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより認定第１号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第 1号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第５ 承認第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務課長。 

（税務課長高瀨雅之君 登壇） 

○税務課長（高瀨雅之君） 議案書７ページでございます。 

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例｡ 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日｡ 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続きまして、２ページを、続きまして８ページ、専決処分書でございます。すいません｡ 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長｡ 

専決処分いたしました条例は、地方税法等の一部を改正する法律及び関連する政令等が令和５年

３月 31 日に公布され、４月１日から施行されたことに伴い、都市計画税条例についても所要の改正

を行うものであります。 
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改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、別冊の議案関係参考資料により、改正

内容の説明をさせていただきます。 

別冊、議案参考資料の 24 ページをお開き願います。 

本条例改正については、附則のみの改正となっております。 

上段の附則第２項、その次の付則第３号の条例で定める割合、及び中段の附則第 12項の読み替え

規定については、地方税法の条項が整理されたことにより条項のずれが生じることから、地方税法

に合わせた改正を、改正を行っております。また、下段からの改正附則では、施行期日と本条例改

正による経過措置を定めています。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議の上、ご決定賜り賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより認定第２号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第６ 承認第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の９ページをお開きください。 

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて｡ 

地方自治法第 179 条第 1項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例｡ 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日｡ 
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専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続きまして、10 ページ、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長｡ 

本年４月１日に施行された地方､地方税法施行令の一部改正により、国民健康保険税の課税限度額

及び減、軽減判定所得基準が改正されたことに伴い、町条例においても改正をお願いするものでご

ざいます。 

国民健康保険税の課税限度額につきましては、国の法令において、その限度額が定められており、

国が定める令和５年度分の国民健康保険税、国民健康保険課税限度額は 104 万円でありますので、

当町におきましても、２万円引き上げる改正をお願いするものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料でご説明させていただきます。 

資料、資料の 26 ページをお開きください。 

初めに、課税額第２条第３項は、後期高齢者支援金等課税額の限度額 20万円を２万円引き上げて、

22 万円に改めるものでございます。 

次に、国民健康保険税の減額、第 23条本文の改正につきましては、減額後における課税限度額を、

先ほどの第２条第３項で定める改正後の限度額と同額に改めるもので、後期高齢者支援金等の課税

額分 20 万円を 22 万円に改めるものでございます。 

第２号は、５割軽減世帯の所得判定基準でございまして、改正内容は、被保険者の人数に応じて

加算する基準額 28万 5,000 円を 5,000 円引き上げて、29 万円に改めるものでございます。 

第３号は、２割軽減世帯の所得判定基準でございまして、改正内容は、被保険者の人数に応じて

加算する基準額 52 万円を１万 5,000 円引き上げて、53 万 5,000 円に改めるものでございます。 

第 23 条の２から 33 ページ附則第 19項にかけての改正は、本条、本条例及び地方、地方税法の改

正に伴う条項番号の整理と文言整理でございます。 

最後に 33 ページ下段からの附則でございますが、施行期日第１項この条例は、令和５年４月１日

から施行する。 

適応区分、第２項、改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令和５年度以降の年度分の国

民健康保険税について適用し、令和４年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によ

るとしてございます。 

以上大変雑駁ではございますが、承認第３号の提案理由及び内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） えーとですね、今回この減額の部分を、金額が増額になっているんですが、

これでですね、枝幸町の町民が、どれぐらい影響があるのかっていうところをちょっと知りたいん

ですけれども、その辺の明細が出ていれば、ちょっと説明願いたい。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 
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○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員のご質問にお答えします。 

えーとですね。軽減、軽減判定所得の基準額の５割軽減の部分に関しましては、世帯でいきます

と 146 世帯、試算してるのでは 146 世帯、215 万 8,000 円程度となっております。 

それと、２割軽減の世帯割ですけれども、これについては 116 世帯、軽減額 68 万 3,000 円程度と

試算しております。 

それで、40歳から 60 歳までは、介護納付金にかかる世帯の部分ですけれども、これについては、 

５割軽減で 46 世帯、18 万 4,000 円程度､２割軽減で 41 世帯、65 万程度っていうような試算をして

おります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） これ端的にね、この軽減の金額を上げたことによって、この５割とか２割

の軽減世帯が増えているのか、それとも減っているのか、そこをちょっと教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

実際はですね、あの増えている状況になっております。 

それで、件数なんですけれども、件数自体はそんなに多くなくてですね、試算自体では５割軽減

の世帯割に関して言いますと２世帯､それと､すいません５割軽減が２世帯、それと、２割軽減につ

いては、今のところ増減がないような状況でした。 

40 歳以上 60 歳の介護納付金の部分につきましては、２割軽減の方で２世帯のが、軽減適用増え

るというような試算をしております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。他に質疑がないようでございます

ので、これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますがご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第３号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第７ 承認第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 
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○総務課長（神尾尚人君） 議案書 11 ページをお開き願います。 

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例。 

専決処分年月日は、令和５年５月８日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためであります。 

次に 12 ページに移りまして、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第 1項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和５年５月８日。 

枝幸町長。 

専決処分した、しました案件は、枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

であります。 

改正理由の説明を申し上げます。 

令和２年、国において、防疫作業手当の特例として、新型コロナウイルス感染症対策従事職員に

対する特殊勤務手当の新設について、人事院規則の改正がなされたことを踏まえ、当町でも同様の

手当を申請するため、同年 12 月定例会において本条例改正の議決をいただき、これまで支給してき

たところでありますが、本年５月８日をもって、新型コロナウイルス感染症の感染症法の感染症法

上の位置付けが２類相当から５類へ変更されたことを受け、国は、同日付でこの手当を廃止、当町

においても同様の趣旨により、同日付で条例改正の専決処分をさせていただいたところであります。 

改正内容につきましては、別冊の議案関係参考資料でご説明いたします。 

35 ページをお開き願います。 

右側が改正後ですが、附則第３項と第４項の新型コロナウイルス感染症に対処するための防疫等

作業に従事する職員の特殊勤務手当の特例を削除するものであります。 

附則として、この条例は、令和５年５月８日から施行するとしております。 

以上、承認第４号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第４号について採決をいたします。 
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お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第８ 承認第５号 

○議長（小原 仁君） 認第５号 専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 13 ページでございます。 

 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分内容は、令和４年度枝幸町一般会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長。 

令和４年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和４年度枝幸町一般会計補正予算第７号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和４年度一般会計補正予算書第７号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第 1条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 3,786 万 3,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 128 億 7,111 万 3,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

４ページをお開き願います。 

第２表地方債補正は、変更が１件ございます。変更内容は、限度額のみで、起債の方法、利率、

償還の方法については変更ございません。 

起債の目的は、過疎対策事業で、補正前限度額 14 億 2,160 万円を補正後限度額 14億 240 万円に

減額するもので、事業費精査による借入額の確定によるものでございます。 
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今回の補正予算につきましては、歳入では、町税の収入見込み、地方交付税、地方譲与税及び各

種交付金の交付決定並びに各事務事業の精査による国道支出金などの整理を行っております。 

一方、歳出では、全体的に各事務事業等の精査による不用額の整理などを行っております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

１款町税は 2,300 万円の増額。内訳は、１項町民税が 1,740 万円、２項固定資産税が 190 万円、

４項町たばこ税が 370 万円それぞれ増額でございます。 

２款地方譲与税は 942 万 6,000 円の増額。内訳は、１項地方揮発油譲与税が 194 万 8,000 円、２

項自動車重量譲与税が 747 万 8,000 円それぞれ増額。 

４款１項配当割交付金は 141 万 5,000 円、７款１項地方消費税交付金は 1,814 万 6,000 円、10 款

１項環境性能割交付金は 165 万円、12 款１項地方交付税は 8,592 万 7,000 円、それぞれ増額でござ

います。 

14 款分担金及び負担金、２項負担金は 71 万 6,000 円の増額で、児童福祉費負担金などの精算に 

よるものでございます。 

16 款国庫支出金は 369 万 6,000 円の減額。内訳は、1項国庫負担金が 33 万 9,000 円の減額、12

ページ２項国庫補助金が 335 万 7,000 円の減額でございます。 

17 款道支出金は 101 万 8,000 円の増額。内訳は、１項道負担金が２万 6,000 円の増額、２項道補

助金が 78 万 8,000 円の減額、３項委託金が 178 万円の増額でございます。 

14 ページ、18 款財産収入、１項財産運用収入は 137 万 2,000 円の増額で、建物貸付収入他精査で

ございます。 

19 款１項寄附金は 2,268 万 8,000 円の増額で、指定寄附金および一般寄附金。 

20款１項繰入金は1億8,317万5,000円の減額で、財政調整基金繰入金などの減額でございます。 

22 款諸収入は 285 万円の増額、内訳は、３項貸付金管理収入が 66 万円、４項受託事業収入が 55

万 5,000 円、５項雑入が 163 万 5,000 円それぞれ増額でございます。 

23 款 1 項町債は 1,920 万円の減額で、事業費精査による借入額の確定によるものでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 129 億 897 万 6,000 円に対し、3,786 万 3,000 円を減額し、

128 億 7,111 万 3,000 円とするものでございます。 

歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。18 ページをお開き願います。 

２款総務費は 1億 1,072 万 6,000 円の増額。内訳は、1項総務管理費が 1億 1,029 万 7,000 円の

増額で、主なものは 19ページ上、ふるさと納税推進事業が 1,993 万 7,000 円、一つおいて、歌登地

域総合サブセンター管理経費が 421 万 1,000 円、その下、町有財産等管理経費が 239 万 4,000 円、

一つおいて、ふるさと教育推進事業が 628 万 2,000 円それぞれ減額、21 ページ中ほど、行政情報シ

ステム管理経費が 182 万 8,000 円、その下、交通安全指導車購入事業が 275 万円、その下、地域公

共交通活性化事業が 164 万 4,000 円、その下、一般車両管理経費が 268 万 1,000 円それぞれ減額、

23 ページ二つ目、基金管理費が 1億 7,834 万 1,000 円の増額、その下、情報通信基盤施設管理経費

が 150 万円の減額、25ページ二つ目、予防接種経費が 265 万 1,000 円、一つおいて、電力ガス食料

品等価格高騰緊急支援給付金給付事業が 503 万 8,000 円それぞれ減額、27 ページ上、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金事業は1,050、1,502万1,000円の減額で、主なものはその下、
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公共交通利用促進特別支援事業が 224 万 2,000 円、二つおいて、子育て世帯特別支援事業が 115 万

1,000 円、その下、公共施設等感染拡大防止対策強化事業が 381 万 6,000 円、その下、感染症拡大

防止協力金給付事業が 395 万円、その下、オホーツク枝幸活力商品券発行事業が 304 万円それぞれ

減額でございます。 

28 ページになります。４項選挙費は 42 万 9,000 円の増額で、知事・道議会議員選挙執行経費で

ございます。 

30 ページ、３款民生費は 2,906 万 5,000 円の減額。内訳は、１項社会福祉費が 2,455 万 2,000 円

の減額で、主なものは 31ページ上、国民健康保険事業特別会計繰出金が 165 万 3,000 円、二つおい

て、成年後見制度利用支援事業が 109 万 1,000 円、その下、重度心身障害者医療費助成事業が 595

万円それぞれ減額、33ページ上、障害者給付費支給事業が 128 万 2,000 円、その下、障害者等医療

費支給事業が 470 万円、二つおいて、介護保険事業特別会計繰出金が 969 万 2,000 円それぞれ減額。 

32 ページに戻りまして、２項児童福祉費は 451 万 3,000 円の減額で、主なものは 33 ページ下、

乳幼児等医療費助成事業が 316 万 2,000 円の減額でございます。 

36 ページになります。４款衛生費は 5,980 万 4,000 円の減額。内訳は、１項保健衛生費が 5,905

万 4,000 円の減額で、主なものは 37ページ上、簡易水道事業特別会計繰出金が 211 万 4,000 円、そ

の下、国民健康保険病院事業会計出資及び運営経費が 5,091 万 5,000 円、二つおいて、不妊治療費

等助成事業が 156 万 2,000 円それぞれ減額、39ページ上、予防接種経費が 310 万円減額でございま

す。 

38 ページに戻りまして、２項清掃費が 75 万円の減額で、一般廃棄物最終処分場整備事業でござ

います。 

40 ページ、６款農林水産業費は 679 万 1,000 円の減額。内訳は、２項林業費が 244 万 6,000 円の

減額で、主なものは 41 ページ三つ目、森林環境譲与税活用事業が 177 万 4,000 円の減額でございま

す。 

40 ページに戻りまして、３項水産業費が 434 万 5,000 円の減額で、特定漁港漁場整備事業でござ

います。 

42 ページになります。７款１項商工費は 261 万 3,000 円の減額で、主なものは 43 ページ三つ目、

中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業が 200 万円、一つおいて、環境、観光協会助成事業が 183

万 3,000 円それぞれ減額でございます。 

44 ページ、８款土木費は 820 万円の減額。内訳は、１項道路橋梁費が 459 万 2,000 円の減額で、

45 ページ上、除雪対策経費が 150 万 9,000 円、その下、道路整備事業補助が 308 万 3,000 円それぞ

れ減額でございます。 

44 ページに戻りまして、３項港湾費が 360 万 8,000 円の減額で、枝幸港改修事業補助でございま

す。 

５項住宅費は、補正額はなく、財源振り替えをしております。 

46 ページになります。10 款教育費は 299 万 7,000 円の減額、内訳は、４項社会教育費が 163 万

3,000 円の減額で、主なものは 47 ページ下から二つ目、文化会館管理運営経費が 114 万 7,000 円の

減額、46 ページに戻りまして、５項保健体育費は 136 万 4,000 円の減額で、給食センター管理運営

経費でございます。 

48 ページ、11 款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費は 200 万円の減額で、農業施設及び林 
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業施設の災害復旧事業でございます。 

50 ページになります。13 款１項職員費は 2,755 万 9,000 円の減額で、給与費でございます。 

52 ページ、14 款１項予備費は 956 万円の減額でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 129 億 897 万 6,000 円に対し、3,786 万 3,000 円を減額し、

128 億 7,111 万 3,000 円とするものでございます。 

55 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

なお、予算付属資料として、令和４年度普通建設事業補正予算一覧表をお配りしておりますので、

ご参照いただきいければと存じます。 

以上、専決処分いたしました令和４年度枝幸町一般会計補正予算第７号の内容説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。ございませんか。 

 ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まずは、19ページ上段のふるさと納税推進事業で、これが減額されていまして、ふるさと納税推

進事業、ふるさと納税、今年度は、ずいぶん成績が良かったと記憶しているんですが、成績が良く

なると当然一番下の委託料増えるのは当然だと思うんですが、報償費の返礼品が 1,800 万円ほど減

ってるんですが、この要因っていうのはどういうことなんでしょうか？ 

○議長（小原 仁君） 観光課長。 

○観光課長（脇本勝幸君） ただいまの小林議員のご質問でございます。 

おっしゃられますように、やはり経費が上がればですね、寄付も上がって、積立金も増えるこう

いう状況になっているのが喜ばしいことだと思っておりまして、４年度は本当に多くの方からご支

援いただきまして、６億 4,000 万ということでですね、本当に枝幸では、最高の額というふうにな

りました。 

ただ、寄付の方はですね、一応予算も何度も増減を繰り返しながら、途中でちょっと上向きの傾

向があって、６億 5,000 万、目標にしながらですね、経費も積算してきたところです。 

それで報償費の方も、３、３割ルールっていうのがありまして、返礼品も、経費の寄付額の３割

に抑えながら、それで今年はいろいろなバルク輸送ですとか、による人件費削減、それから総量の

削減、それもありまして、返礼品の方も割と安くできたっていうこともですね、この、今年伸びた

原因の一つとなっております。 

直接ですね、これこれが原因で返礼品が下がったっていうわけではございませんけれども、まず

６億、決算に向けてはですね、もうちょっと要因を、これからの戦略を考える上でもですね、含め

てきちっと分析してまいりたいと思いますけども、この専決につきましてはですね、６億 5,000 を

目指してやっていた経費、その中で返礼品が６億 4,000 万の寄付の中で、かかった実績からに伴う

減ということでですね、まずご理解いただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。この件じゃなくて、次の件に移ってよろしいでしょうか。 
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25 ページの下段ですか、電力ガス食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業、長いものなんです

けど、5,220 万円ぐらいの予算のやつが１割ぐらいこれかかってないということなんですが、これ

について説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの小林議員の質問にお答えいたします。 

給付金につきましては、当初予算額で 1,000 世帯程度、5,000 万を見込んでおりました。これに

ついてはですね、多少余裕を持って予算を計上させていただいているという状況です。 

その上でですね、経済対策等のフレームが出来上がった上で要綱等が示されて、対象者を絞り込

むということで、今回のこの給付金につきましては、対象が 903 世帯ということで、当初見込んで

いた 1,000 世帯を下回っているということで減額になっております。 

給付に関しては、902 世帯分 4,510 万円を給付したということで、減額をさせていただいてます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。６番小林委員。 

○６番（小林正浩君） 31 ページの中段なんですけれど、壮年、成年後見制度利用支援事業なんで

すが、これ、予算がほとんど使われてないっていうような状況なんですかね。 

これ一応利用件数どれぐらいの件数を見込んでて、今年は、どんな状況にあったのかっていうこ

とを説明していただければ。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

成年後見制度利用支援事業につきましては、認知症状や判断能力等が乏しい方につきましてです

ね、支援していくような形になって、特に、金銭管理ができないような方に対しまして、第三者の

方の助けをするような形になると思います。 

そういう中でですね、後見人っていうのはですね、裁判所の許可や承認というか、そういうのが

必要なもんですから、簡単に誰でもか後見人になるっていう訳にはいかないんですけども、そうい

う中で、成年後見人という形で、その育成していくために、講師、いろいろ研修を受けなきゃいけ

ないっていう形で、講師の謝礼だとか、その育成するための講師の謝礼だとかですね、そういうも

のを予算組んでたんですけども、中々そのコロナ禍で、東京から呼んだりとかっていう形もしなき

ゃいけないもんですから、中々そういうことができなかったっていうところで、こういう形で減額

したところでございます。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林委員。 

○６番（小林正浩君） 大きな理由は、コロナ禍でっていうことで受け止めました。ということは、

今年はしっかりと事業をしていくっていうふうな方向性でよろしいんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 今年につきましては、できる範囲でやっていこうという形で予算

を組んでます。以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林委員。 

○６番（小林正浩君） 最後に 37 ページですか、二つ目ですね、国民健康保険病院事業会計出資

及び運営経費ということで、5,000 万ぐらい減額されてますが、この内容について説明願えれば。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 
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○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

今回減額させていただきましたのは、新型コロナウイルス感染症によりまして、本来、枝幸の病

院は、入院患者の受け入れ施設ではなかったんですが、２回のクラスターと特別養護老人ホームで

陽性者が出まして、入院の、枝幸の病院の方で入院となりました。 

この入院になったことに伴いまして、道の方から補助金が該当になりまして、今回、同額の 5,091

万 5,000 円が道から補助金をいただけるということになりました。 

内容といたしましては、実際に使ったベッドと、レッドゾーン、イエローゾーンそれぞれゾーン

分けいたしまして、その区分けの中で、どうしても使えないベッドも出てきます。そういうのがあ

りまして、合計で 745 ベッドを使用したということになりまして、同額補助金をいただいたところ

でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。よろしいですか。それでは質疑な

しと認め、これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第５号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第５号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

それでは、１時間ほど経ちましたので、11時 10 分まで休憩いたします。 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１０分 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

 

◎日程９ 承認第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 14 ページでございます。 

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、以下のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 
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処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続けて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 190、179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のと

おり専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長。 

令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第４号の 1ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第 1条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 6,487 万 6,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 13 億 219 万 7,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第、第 1表歳入歳出予算補正による。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款１項国民健康保険税は 320 万円の増額で、一般被保険者国民健康保険税の現年度分 250 万の

増額、滞納繰越分 70 万円の増額でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は、6,815 万 5,000 円の減額で、普通交付金 6,738 万 3,000 円の減

額、特別交付金 77万 2,000 円の減額でございます。 

４款１項繰入金は245万9,000円の減額で、一般会計繰入金及び基金繰入金の減額でございます。 

６款諸収入、２項雑入は、300 すいません。232 万 5,000 円の増額。 

７款国庫支出金、１項国庫補助金は７万 8,000 円の増額、２項国庫負担金は 13万 5,000 円の増額

でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 13億 6,707 万 3,000 円に対し、6,487 万 6,000 円を減額し、計 13

億 219 万 7,000 円とするものでございます。 

歳入は、以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 89万 5,000 円の減額で、15 ページ一つ目の一般事務経費から、

一番下、医療費適正化特別対策事業までの事務事業の予算精査でございます。 

16 ページです。２款１項、保険給付費は、7,165 万 9,000 円の減額で、17 ページ一つ目の療養給

付費、療養給付経費から、一番下、傷病手当金経費までの予算精査によるそれぞれ減額。 

18 ページ、３款１項国民健康保険事業費納付金は、補正額はなく、財源振替を行っております。 

５款１項保健事業費は 100 万 7,000 円、100 万 7,000 円の減額で、保健衛生普及事業及び特定健

康診査等事業でございます。 

６款１項基金積立金は 868 万 5,000 円の増額で、歳入の一般被保険者国保税が増額になったこと

に対し、歳出における各事務事業全般が減額精査となったため基金を増額するものでございます。 
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以上、歳出合計は、補正前の額 13億 6,707 万 3,000 円に対し、6,487 万 6,000 円を減額し、計 13

億 219 万 7,000 円とするものでございます。 

21 ページ以降は、予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上、専決処分いたしました、令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算第４号の説明とさ

せていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい。６番小林です。 

一点だけ、17 ページ下から三つ目、出産育児一時金、助成経費が 146 万 6,000 円減額されていま

す。 

これはやっぱりコロナ禍によって、出生数が減っているのが要因なのかなと想像するところなん

ですが、この辺のところをちょっと説明していただければ。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 小林議員の質問にお答えいたします。 

 今回、出産育児一時金の減額なんですけれども、これについてはですね、今まで国保に入ってた

方で、２人分ですね、出産育児一時金を予定してたんですけれども、あの、国保から違う保険の方

に代わられてですね、その分の減額ということで、今回上げさせていただいております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。聞いてしまったもんですからついでに、枝幸の出生数って

いうと、令和４年、何人ぐらいいたんですかね。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員の質問にお答えいたします。あっ間違いました、すい

ません。小林議員の質問にお答えいたします。 

ちょっと、町全体のは、ちょっと私、国保の方で把握してなかったんですけれども、国保の出生

数でいきますと、ここは 18 人、今回、出生、出産育児一時金を出しております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 全体の数、今わからないってことですね。後で教えてもらえばいいです。

はい。お願いします。はい、以上で質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） ８番遠山です。 

えーとですね、19 ページの中段に、特定健診事業ということで減額で載ってますけども、今まさ

に特定健診この春にかけてやっておられると思うんですけども、この数年間でどのような推移をし

てて、どういうように、どういうなんていうか、受診率がおそらく低いんだと思うんですけども、

それについての何て言うんですかね受診に向けての働きかけというか、そういうのは、どのような

ことをやっておられるのか、わかれば教えていただけますか。 
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○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 遠山議員の質問にお答えいたします。 

特定検診のですね、受診率だったんですけれども、まず、令和、実績でいきますと令和２年度で

いきますと 28.9％、令和３年度の実績でいきますと 39.7％、令和２年度よりも増加している状況で

す。ちょっとそんな状況です。 

それで、特定健診を受けてもらうためにやってる勧奨してるっていう部分に関しましては、その

ようなはがきをですね、その対象者、受けて欲しい方に関してはがきを送らせていただいて、それ

で勧奨したりですね、あと保健師さんがちょっと回っていただいて、その辺、実際受けてもらった

日がいいような人に声をかけているような状況です。 

それと、ちょっと令和５年度の話になるんですけれども、令和５年度につきましては、40歳以上

の特定健診だけでなくてですね、20、25 歳、30 歳、35 歳と、40 歳から特定健診を受けてもらうに

ですね、そのような若年層に対しての検診というのも始めさせていただいて、このような特定健診

の受診率の向上に努めていくような働きかけをしていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あのーですね、私もはがきをいただいた者の 1人なんですけども、参事が

今の答弁の中で言わなかったんですけども、はがきにＱＲコードがついてるんですね。 

スマートフォンで読み込む、それを読み込むと瞬時にスマートフォンで対応できるという。 

もうこういったことも、なんていうんすかね、そういう簡単ですから、はがき出すとまたポスト

に入れなきゃいけないとかいう手間が全くないんで、考えておられるんだなと。 

そういうこともやっぱり前面に出してね、今スマートフォン持ってる方多いですから。いちいち

書き込みしなくてもいい、住所だとか書かなくてもいい状態で、そういう便利なものがはがきにつ

いてるわけだから、そういうものもやっぱりＰＲして、検診率の向上に努めていくっていうのがい

いことじゃないのかなと思います。 

だから、今回のそのＱＲコードについては、私は評価する 1人なんだけども、そういったことを

積み重ねていって検診率を上げるっていう、そういうことは必要じゃないかなと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。よろしいですか。それでは質疑な

しと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第６号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 
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◎日程１０ 承認第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 承認第７号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 15 ページをお開きください。 

 承認第７号専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続けて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時、時間的余裕がないと認め、次のと

おり専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長。 

令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。 

令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和４年度介護保険事業特別会計補正予算書第３号の１ページをお開きください。 

歳入歳出予算の補正、第 1条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 3,565 万 9,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億７千 733 万、38 万 6,000 円とする。 

第２項、歳入歳、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入の介護保険料を増額するほか、歳入歳出ともに予算精査を行って

おります。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。まず歳入でございます。 

１款１項介護保険料は 1,030 万 2,000 円の増額で、第１号被保険者介護保険料の現年度分及び滞

納繰越分でございます。 

２款国庫支出金は 285 万 5,000 円の減額。内訳は、１項国庫負担金が 1,060 万 9,000 円の減額で、

介護給付費負担金の事業精査による減額。２項国庫補助金が 775 万 4,000 円の増額で、調整交付金

などの増額の他、地域支援事業交付金の事業精査による減額でございます。 

３款道支出金は、1,152 万 4,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 1,128 万 7,000 円の減額で、 
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介護給付費負担金、２項道補助金が 23 万 7,000 円の減額で、地域支援事業交付金などの事業精査に

よる減額でございます。 

４款１項支払基金交付金は 1,850 万 1,000 円の減額で、介護、介護給付費交付金及び地域支援事

業交付金の精査による減額でございます。 

６款１項繰入金は 1,308 万 1,000 円の減額で、一般会計繰入金が、各事、事務事業精査、精査に

より、969 万 2,000 円、介護保険給付費準備基金繰入金が介護保険保、介護保険料の増額及び歳出

において、保険給付費等が減少したことによりまして、338 万 9,000 円をそれぞれ減額でございま

す。 

以上、歳入合計は、補正前の額８億 904 万 5,000 円に対しまして、3,565 万 9,000 円を減額し、

計７億 7,338 万 6,000 円とするものでございます。 

歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費は 114 万 9,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費が 24万 9,000 円の減額で、一般事

務経費、認知症施策等総合支援事業の精査、２項徴収費が 1万 3,000 円の減額で、介護保険料徴収

経費精査、３項が、介護認定審査会費が 87 万 6,000 の減額で、介護認定調査経費の精査、４項運営

協議会費が 1万 1,000 円の減額で、事業精査によるものでございます。 

16 ページでございます。２款保険給付費は 6,734 万 6,000 円の減額。内訳は、１項介護給付諸費

が 5,378 万 9,000 円、２項特定入所者介護給付費が 1,139 万 7,000 円。３項介護、高額介護給付費

が 124 万 3,000 円、４項高額医療合算介護給付費が 91 万 7,000 円それぞれ請求額が確定したことに

伴う精査による減額でございます。 

18 ページでございます。３款１項地域支援事業費は 139 万 2,000 円の減額で、19 ページ一つ目の

介護予防生活支援サービス事業 81万 9,000 円から、21 ページ中ほどの地域包括支援事業、地域包

括ケア会議推進事業まで、事業精査によるそれぞれ減額および財源振り替えでございます。 

20 ページに戻りまして、４款１項基金積立金は 3,437 万 7,000 円の増額。 

５款諸支出金、1項償還金は 14万 9,000 円の減額で、第１号被保険者保険料還付金の精査による

ものでございます。 

以上歳出合計は、補正前の額８億 904 万 5,000 円に対しまして、3,565 万 9,000 円を減額しまし

て、計７億 7,338 万 6,000 円とするものでございます。 

23 ページ以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと思います。 

以上、専決処分いたしました、令和４年度介護保険事業特別会計補正予算書第３号の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 
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これより承認第７号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程１１ 承認第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 承認第８号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書の 16 ページでございます。 

 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

専決処分専決事項でございます。 

専決処分の内容は、令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和５年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、規定により議会を招集する時間的余裕がないと認め、

次のとおり専決処分する。 

令和５年３月 31 日。 

枝幸町長。 

令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算。 

令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算第５号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算書第５号の 1ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第 1条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 231 万 4,000 円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億 3,178 万 6,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表地方債補正でございます。1件の限度額の変更でございます。 

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更はございません。起債の目的は、公営企業 

会計適用債補正前限度額 430 万円を補正後限度額 410 万円とするものでございます。 
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今回の補正予算につきましては、歳入歳出ともに、事務事業の精査を行うものでございます。 

補正内容につきましては、事項別明細書による補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

２款１項繰入金 211 万 4,000 円の減額で、事務事業精査に伴う一般会計繰入金の減額でございま

す。 

５款１項町債 20 万円の減額で、簡易水道事業公営企業法適用化事業の精査による減額でございま

す。 

歳入は以上で、下段の歳入の合計は、補正前の額２億 3,410 万円に対し、231 万 4,000 円を減額

し、２億 3,178 万 6,000 円とするものでございます。 

歳入は以上でございます。 

続きまして歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

１款水道総務費、１項総務管理費 231 万 4,000 円の減額で、15 ページの一般管理経費が 15 万円

の減額、その下、簡易水道施設管理経費が 216 万 4,000 円の減額で、ともに事務事業の精査による

減額でございます。 

以上、下段の歳出の合計は、補正前の額２億 3,410 万円に対し、231 万 4,000 円を減額し、２億

3,178 万 6,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算書第５号の内容説明とさ

せていただきます。よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第８号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については、承、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第８号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程１２ 議案第４０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 40 号 工事請負契約についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 
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○財政課長（深井 信君） 議案書 17 ページでございます。 

 議案書 17 ページでございます。議案第 40 号工事請負契約について。 

工事請負契約について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求める。 

令和５年５月 26 日。 

枝幸町長。 

工事請負契約の内容について、ご説明申し上げます。 

契約の目的は、地域優良賃貸住宅北栄団地９号棟建設建築主体工事でございます。 

契約の方法は、条件付き一般競争入札、入札参加者は、参加資格の認定を得た井手上建設株式会

社、高橋建設株式会社の２社で、５月 18 日に入札を執行しております。 

履行期限は令和６年２月 29 日。 

契約金額でございますが、消費税込１億 1,220 万円で、落札率は 98.74％。 

契約の相手方は、枝幸郡枝幸町北幸町 1624 番地 42、高橋建設株式会社、代表取締役高橋 悟様。 

工事概要につきましては、議案関係参考資料 36 ページに配置図、37 ページに平面図を掲載して

おりますが、木造平屋建て１棟４戸、延べ床面積 369.74 平方メートルを整備するものでございます。 

以上、大変簡単でございますが、説明と代えさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 40 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 40号 工事請負契約については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１３ 議案第４１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 41 号 工事請負契約についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 18 ページでございます。 

 議案第 41 号 工事請負契約について。 

 工事請負契約について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例 

第２項第２条の規定により、議会の議決を求める。 
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令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

工事請負契約の内容についてご説明申し上げます。 

契約の目的は、教職員住宅建設建築主体工事でございます。 

契約の方法は、条件付き一般競争入札、入札参加者は、参加資格の認定を得た株式会社長谷川工

務店、高橋・井手上経常建設共同企業体の２社で、5月 18 日に入札を執行しております。 

履行期限は令和６年２月 29 日。 

契約金額でございますが、消費税込 7,920 万円で、落札率は 98.11％。 

契約の相手方は、高橋・井手上経常建設共同企業体、代表者、枝幸郡枝幸町北幸町 1624 番地 42、

高橋建設株式会社 代表取締役 高橋 悟様。 

工事概要につきましては、議案関係参考資料 38 ページに配置図、39 ページに平面図を掲載して

おりますが、木造２階建て１棟４戸、延べ床面積 275.40 平方メートルを整備するものでございます。 

以上、大変簡単でございますが、説明と変えさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。ございますか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） この平面図見てるんですけどね、この町道の北栄幹線の方には切り下げの

図が出てないんだけれども、ここは出入りさせないっていうかそういうことなのかな。 

ここを切り下げするべきではないかなと思う歩道のね、切り下げをするべきじゃないかと思うん

だけども、その辺どうですか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 北栄幹線の方の歩道の切り下げでございますが、現在、歩道との高さがですね、高低差がござい

ますことから、これを切り下げますと、あの急傾斜になりまして、転倒の恐れも出てくることから

ですね、今の段階では、切下げのことは考えてございません。 

代わりに、北栄５号線の方の出入口をメインとしたアプローチとしてございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 高さが結構あるっていうことですよね、道路までね、これだけ切り下げな

いとね、こっから出入りしちゃうんじゃないのかな、冬とかそういうの考えませんでした？ 

結構、切り下げないでそこを使っちゃうと、歩道が痛むとか、そういったことが出てくるような

気がするんだけど、その辺の考慮はないのかな。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 この北栄幹線の歩道はですね、かなり幅が狭くて擦り付けしてもですね、ちょっと歩行者の出入

りも危ないというところもございますので、できれば車道の通行におきましては、北栄５号の方か

ら車両を行っていただくということで考えてございます。 

以上でございます。 
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○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） こっからは、出入りさせないということで、いいです、いいですね。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。いいですか。建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 基本的にはですね、車の交通につきましては、北栄５号というところでご理解いただければと思

います。以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。それでは、他に質疑がないということで質疑を終わ

ります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 41 号についにて採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 41号 工事請負契約については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１４ 議案第４２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 42 号 公有財産の取得についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 19 ページでございます。 

 議案第 42 号 公有財産の取得について。 

 公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第３条の規定により、議会の議決を求める。 

令和５年５月 26 日 枝幸町長。 

公有財産取得の内容についてご説明申し上げます。 

取得する財産は、雪寒建設機械除雪トラック購入でございます。 

取得の方法は、指名競争入札、入札参加者は、北海道川崎建機株式会社名寄支店、吉川自動車工

業株式会社の２社で、５月 17 日に入札を執行しております。 

納入期限は令和６年３月 29 日。 

取得金額でございますが、消費税込 5,288 万 6,740 円で、落札率は 95.61％。 

取得の相手方は、稚内市はまなす３丁目３番 11号、吉川自動車工業株式会社、代表取締役貝森好

文様。 

取得する財産である雪寒建設機械の概要につきましては、議案関係参考資料 40 ページに物件の概

要図、仕様等を掲載しておりますので、ご参照いただければと存じます。 

以上、大変簡単でございますが、説明と代えさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう、お願い申し上げます。 
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○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

 これ納入期限が、６年の３月 29日になってます。ということは、このトラックは、次のシーズン

は使用を考えてないということでよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 今回の除雪トラック購入につきましては、製造、製造の期間がですね来年の３月までかかるとい

うところでですね、期間が長くなっております。 

今年度の除雪につきましては、今現在ある除雪トラックの方で除雪をいたしまして、納入になっ

てから、来年度から活用する予定でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ということは、この除雪トラックに関しては、最初から次のシーズンに使

う予定ではなくて、次の次のシーズンから使うために購入したというふうに考えてよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） 令和６年度の冬から活用するということで、ご理解願いたいと思いま

す。以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですね。これで質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 42 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 42号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１５ 議案第４３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 議案第 43 号 公有財産の取得についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 20 ページでございます。 

 議案第 43 号 公有財産の取得について。 

公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第３条の規定により、議会の議決を求める。 

令和５年５月 26 日提出。 
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枝幸町長。 

公有財産取得の内容について、ご説明申し上げます。 

取得する財産は、図書館施設用備品木製書架等購入でございます。 

取得の方法は、指名競争入札、入札参加者は、株式会社高木商店、有限会社三浦書店の２社で、

５月 17 日に入札を執行しております。 

納入期限は令和６年１月 31 日。 

取得金額でございますが、消費税込 4,699 万 2,000 円で、落札率は 74.80％。 

取得の相手方は、枝幸、枝幸郡枝幸町幸町 186 番地 1、有限会社三浦書店、取締役 三浦英晃様。 

取得する財産である図書館施設用備品の概要につきましては、議案関係参考資料 41 ページに物件

の規格、個数等を掲載しておりますので、ご参照いただければと存じます。 

以上、大変簡単ではございますが、説明と変えさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

 イメージが、この紙だけだったら湧かないんですが、ほとんどの書架が木製に変わるっていう認

識でよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（佐藤美智代君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 図書館につきましては、今年度、大改修ということで、書架の入れ替えはもちろんなんですけど

も、ボイラー交換等々全て実施する予定でおります。 

そのため、今回、書架がかなり老朽化しておりますので、ほとんどの書架を入れ替える予定でご

ざいます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

 これ財源っていうのは、どういうふうになってましたでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（佐藤美智代君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 過疎債の方で行う予定でございます。 

○議長（小原 仁君） 岩谷議員いいですか、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 木製書架なんですけども、これはプロパー商品のメーカー品なのか、特注

家具なのか、どちらですか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（佐藤美智代君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 図書館につきましては、パネルヒーターなど、壁にヒーターをはわせた暖房器具を設置する予定

でおります。そのパネルを、に、緩衝しないような書架を設置するためオーダー品でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。ございませんね。 

それでは、他に質疑がないということで、これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 43 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 43号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１６ 報告第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 報告第２号 寄附採納についてを報告願います。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書 21 ページをお開き願います。 

 報告第２号 寄附採納について。 

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和５年５月 26 日提出。 

枝幸町長。 

今回の報告は、指定寄附２件でございます。 

１件目です。寄附者氏名、札幌市中央区北４条西１丁目３番地、ホクレン農業協同組合連合会、

代表理事会長篠原末治様。寄附の種類は現金 100 万円です。 

指定内容は、地域再生法第 13 条の２に規定するまちひとしごと創生寄附活用事業として。 

寄附年月日は、令和５年３月 30 日です。 

２件目です。寄附者氏名、札幌市中央区南２条西９丁目 1番地２号サンケン札幌ビル２階、株式

会社未来開発コンサルタント、代表取締役米通 猛様。寄附の種類は現金 30 万円です。 

指定内容は、地域再生法第 13 条の２に規定するまちひとしごと創生寄附活用事業として。 

寄附年月日は、令和５年３月 31 日です。 

以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附いただいた皆様に、この場をお借りして厚くお礼申し

上げ、報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして報告が終わりました。本件は報告済みといたします。 

 

◎閉会宣言 

これで本日の日程を終了し、本臨時会に付された事件は全て終了いたしました。 

あと１ヶ月足らずで第２回目の定例会が始まります。 

皆さんの活発な質問、質疑を期待している次第でございます。 

令和５年第２回枝幸町議会臨時会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

（閉会 午前１１時５９分） 

  


